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奪
-
…

蛮

構
主

帥

戸

正

雄

歴

史

の

本

領

・…
…
-

・
旨…

…
-
渋
墨
博
士

・財

部

静

治

ヘ

ン
リ

ー
・ジ

・
i

ジ

の
土
地

国

有

論

…

…

注
學
博
士

河
.
田

嗣

郎

難

税
制
の
難

を
論
ず
…

…
.…

畿

里

小
川
郷
太
郎

・

、町

'

論

、

米

偵

安

定

と

席

牟

倉

.…

、
.…

…
…

,
法
器

士

戸

田

海

市

一説
.

r

苑

、
『

本
経

済

史

研
究

の
必
要

と
困

難

…
…
…

注

學

士

本

庄

榮

治

郎

世

界

貿

易

概

観

「

…
…
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學

士

小

島

昌

太

郎

京

都

市
小
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校
教

員

生

計

調
査
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.法

學

士

汐

見

三
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要
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の
要

素
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法

學

士

石

川

興

二
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世

界

貿

易

概

観

小

島

昌

太

郎

簡

世
界
に
於
け
る
貨
物
交
通
の
有
様
が
、
今
日
如
何
な
る
現
献

に
あ
り
、
又
如
何
な
る
獲
蓬
傾
向

に
あ
る
か
を
知

.

る
は
、
交
通
現
象
を
研
究
す

る
ζ
就
い
て
第

一
に
必
要
な
る
事
柄
で
め
る
。
而
し
て
之
に
就

い
て
は
、
世
界
貿
易

の

「
般
的
状
態
や
δ
各
国
相
互
の
貿
易
關
係
や
、
主
要
貨
物
の
移
動
歌
態
等
を
、
金
額

の
上
よ
b
ビ
撒
量
の
土
よ

リ
ピ
の
二
方
面
よ
り
研
究
せ
ね
ば
な
ら
阻
。

私
は
本
論
に
於

い
て
は
、
右

の
中
、
世
界
貿
易

の

一
般
的
状
態
を
金
額

の
上
よ
り
概
観
し
よ
う
ご
思
ふ
。
微
量
.

上
の
調
査
は
、
或
意
味
に
於
い
て
は
、
金
額
上
の
調
査
よ
b
も
重
要
な
の
で
あ
る
が
馬
之
は
貨
物
の
種
類
に
從

っ

て
齪
察
を
な
す
場
合
に
は
、
物
に
よ
り
て
は
稍
々
正
確
に
行
ひ
得
る
が
、

}
國
合
鴨

の
貿
易
、
若
し
く
は
世
界
全

艦
の
貿
易
を
総
て
の
種
類
の
貨
物
を
包
括
し
て
概
観
せ
ん
ε
す
る

場
合
に
は
.

殆
ご
之
を
行
ふ
こ
ご
が

出
來
な

い
。
そ
の
繹
は
、
貿
易
統
計
表
の
上

に
は
、
國
に
よ
り
て
一
散
最
上
の
計
数
を
掲
載
せ
ざ

る
も
の
あ
b
、
叉
縦
ひ

之
を
掲
載
す

る
も
、
.成

る
貨
物
は
容
積
を
以
て
表
示
せ
ら
れ
、
他

の
貨
物
は
重
量
を
以
て
表
示

せ
ら
れ
て
居
る
か

ら
、
敷
畳
の
上
よ
り
、
一
國
が
幾
何

の
貿
易
を
管
み
居
る
か
、
叉
は
世
界
に
幾
何
の
貿
易
が
行
は
れ
居

る
か
を
見

る

に
は
、
容
積
叉
は
重
量
の
何
れ

か
の
軍
位
に
換
算
せ
ね
ば
悲
ら

沿
の
で
あ
る
が
、
こ
の
容
積
を
重
量
に
若
し
く
は

説

苑

世
界
貿
易
概
観

第
十
二
巻
、
(第
一
號

=
一七
)

=
一七



ρ

説

苑

世
界
貿
易
概
観

第
十
二
巻

(第

一
號

一
二
八
)

一
二
八

重
量
を
容
積

に
換

算
す

る

こ
ご
は
、
近
似

的
な

る
結
果

を
得

る
.こ
ご
さ

へ
殆

ご
不
可
能

な

る
場
合

が
あ

る
か
む

で

あ

る
。
勿
論
、
金
額

に
よ

る
調
査
も

、
厳
密

に
省

へ
ば

、
必
ず

し
も
正
確
な

る
結
果
を
得
ら

る

べ
き
も

の
で
は
な

.

い
。
貨
幣
購
買
力

の
愛

動
的
ち
物
償

の
攣

動
や
、
爲
替

換
算
拳

の
攣

動

や
、
貨

幣
名
目

の
相
違

や

が
、
諸

国
の
間

に
交
易

せ
ら

れ
た

る
貨
物

の
實
質
的

貨
幣
慣
値

の
調
査

を
不
正
確
な
ら

し
む

る
か
ら

で

あ
る
。
併

し
な

が
ら

、
貨

幣
上

の
換
算

は
、
容
積

ご
重
量

ε
の
問

に
於
け

る
換

算

に
比

ぶ
れ
ば

、
不
正
確
を
免
れ
得

る
度

合

に
於

い
て
大

に

優

れ
た

る
所

が
あ

る
。
故

に
、
物

償

の
攣

動

を
考
慮

に
入
れ

て
観
察
す

る
・し
き
は
、
金
額
を

以

て
表

示

せ
ら

れ
た

る
貿
易
統

計

は
、
世
界

の
貨

物
交
通

の
歌
態

を
、
概
略

な

が
ら
知

る

こ
ε
を
得

し
む
,る
の
で
み

る
。

二

世
界
貿
易
の
総
額
を
調
査
す
る
こ
ピ
は
、
厳
密
に
言

へ
ば
殆
ん
ご
不
可
能
で
あ
る
。
貿
易
關
係
を
有
す

る
絡
て

の
國
、
縮
て
の
植
民
地
、
総
て
の
地
方
葱
遺
漏
な
く
擧
げ
得
.て
も
、
そ
の
悉
く
の
貿
易
統
計
を
聚
集
す

る
こ
ご
は

出
来
な
い
。
叉
統
計
表
土

に
衰
は
さ
れ
た
る
金
額
な
る
も
の
も
、此
程
統
計
の
常

ε
し
て
、
必
ず
し
も
之
を
正
確
な

る
も
.の
ε
見
る
こ
ご
は
出
家
な

い
。
故

に
か

、
る
調
査
は
、
決
し
て
正
確
を
望
む
に
あ
ら
す
し
て
、
出
家
得
る
限

り
正
確
な
ら

ん
こ
ε
を
期
し
な
が
ら
、
近
似
的
な
る
結
果
を
得

る
こ
ご
を
以
て
満
足
す

る
の
外
は
な
い
。
私
は
弦

に
伊
太
利
、
墓

・
利
、
印
度

、
露
西
亜

、
日
本
、
新
繭

蘭

、
ボ

リ
ヴ
・
ア
、
葡

萄

牙
、
北
米
合
衆

国
、
秘
露

、
白

耳
義

⊃
波

斯

、
猫
撫
嬬、
土

耳
汎百
貞
智

利
、

ル
}

マ
ニ
ア
、
加
奈
陀
、
南

至
一聯
邦
〃、
蘭
額
束

印
焼

、
諾
威

、
.填
地

利

洪
牙

利
、
濠
太

利

、
和
蘭

、

ブ

ル
ガ
リ

ア
、
佛
蘭

西
、
伯

刺
西

爾
、

埃

及
、

丁
抹

、

ア

ル
ゼ
リ

ァ
、

亜
爾
然

丁



希
臘

、
墨

西
哥

、
支
那

、
邉

羅
、
比
律
賓

、

モ
ロ
ッ
コ
、
瑞

西
、
瑞
典
、

西
班

牙

の
三
十
九

ケ
國

に
就

い
て

一
九

〇
〇
年

以
来

の
貿
易
金
額

を
調
査

し
、
以

て
世

界
貿
易

の

一
般
的
状

態
を
調
査

し

ょ
う

`
思

ふ
。

先

っ
此

等
諸
国

の
貿
易
金

額

ご
、
そ
の
獲

蓬

の
趨

勢

を
表

は
す

指
数

`
を

、
国
別

に
示

せ
ば
次

の
如

く

で
あ

る
。

こ
の
統
計
爽
に
「
政
家
年
鑑
」
(uっ
貯
8
』・日
ρロ
ゴ
く
①曽

一Wooパ
)
よ
眈
、
舎
営
該
年
度
記
載
の
分
を
聚
集
し
て
作
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
該
年
鑑
に
ば

多
く
英
貨

膀

百

自

身

【Φ
・ぎ

σq
)

な
以
て
記
載
し
て
あ

る
か
ら
-
蘇

ト
之
奄
聚
果
す

る
に
當

つ
恕
し
、
便
宜
の
爲
め
膀
奄
以
て
表
示
す
る
、
忌

・

し

た
。
但

し
・
該

年
鑑

に
に
國

に
よ
り

・
艾

年

に
よ
り
傍

な
以

て
表

示

ぜ
で

し
て

、
本

圃
貨

幣

心

以
て
表

示

し
た

も

の
も

あ

る
か
ら

、
此

等

に
菰

に

掲

ぐ

る
に
當
り

、
総

て
午
償

奄
以
て
膀

に
換
算

し

で
、統

一
寸

ろ
こ

ご

㌣
し

た
。

即

ち
印

度

(英

無

)
は

一
五

ル
ー

ピ
ー

(≡

篇
①
)
た

一
砂

、
露

西

亜
ば

一
Q

ル
ー
ブ

ル

〔同
o
口
巨
o
)
心

一
傍

、

ボ
リ
ヴ
ィ
ア
に

一
二
。
五

ボ
リ
ヴ
ィ
ァ
ノ

(『
島

三
目

Q
、
態

一
倍

、
葡

萄

牙

に
四

・
五

ミ

ル

レ
ー

(目
葺

o邑

為

一
膀

、

秘
露

に

「
0

ソ
ー

ル
雷
9
①
)
心

}
傍

、
波

斯
に

五
〇

ク
ラ

ン
(パ
茜
5
)
々

一
倍

、
北

米
合

衆
国

及

び
加

奈

陀

に
四

・
入

六
六

五
弗

(山
o
=
帥
磁
な

一
倍

、
土

耳
古

ば

一

一
9

ラ

(一一「色

々

一
〇
傍

-
.智
利

に

一
ペ
ソ
(℃
舘

。
∀
な

一
八
片

、

ル
ー

マ

ニ
ア
に

二
五

・
二
二
五

リ
ゥ
仁
O
=
)な

一
倍

、
諾

威

及

び
丁
抹

に

一

八

ク

ロ
ー

ネ
(
評
「o
コ
o
V々

一倍

、
.和
蘭

及

び
蘭

領
束

印
度

ば

一
二
ギ

ル

騨
1

(讐

=
ユ
臼

V
な

「
膀

、
プ

レ
ガ

リ
ア
に

〔
「五

レ
ヴ

ァ
(ぼ
く
p
)
葎

一
倍

、
佛

西

、
瑞

西

及

び
ア

ル

ぜ
リ

ァ
に

二
五

・二

二
五
一法

獄
「四
口∩
)
た

「
傍

-
希
…鳳
一1

二
五

ド
ラ

ク

マ
イ

a
「画
∩
プ
∋
巴
)
な

一
倍

、
墨
西

哥

は

}
ペ
ソ
(覧
騨
o
)

な

一
倍

、
支

那
に

七

・
五
海

關

両

々

一
鶴

・
瑞

典
は

一
八

ク

ロ
ノ
ー

ル
(
ξ
O
コ
O
「)
な

一
階

、
西

班
牙

は

二

五
・
二

二
五

ペ
セ
タ
(
究
器
雷

)
な

一
倍

ミ
し

て

夫

々
之

々
換
算

し

た

の
で
あ

る
。

但

し
我

日

本

の
み
に

帝
国

統

計
年

鑑

に

£
叫

、且

つ
九
・
七
六

三

一
.七
圓

々

】
傍

ε
し
た
。

而
し

て

一
九

〇
〇
年

頭

治
三
+
三
年

忌

基
嘩

・
し
て
・
各
年
の
指
数
な
算
出

此
一た
の
ば
、
同
年
ば

一
段
階
な
劃
す

る
革
で
』
あ
り

-
文
物
償
指
敬

は
同
雫
+
月
の
物
慣

為
本

ピ
し
て
算
出
ゼ
ら
れ
て
居
う
か
ら
、
か
た

み
＼
比
較

の
便
宜
為
慮

つ
六
か
ら
で
め

ろ
。
叉

「
九

}
.三
年
の
統
計
々
引
用
し
た
の
敵

、
同
年
に
大

戦

の
前
年
で
あ

っ
て
、
職
前
職
後
の
比
較
為
な
す
に
必
要

だ
か
ら
で
あ
ろ
。

主

要

諸

国

対

外

貿

易

裏

(
い
ろ
は
順
∀

説

苑

世
界
貿
易
概
観

9「

第
十

二
巻

〔第

一
號

一
二
九
)

「
二
九
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私
は
右
に
掲
げ
た
る
三
+
九

ケ
國
の
貿
易
統
計
に
よ
り
、
世
界
に
於
け
る
貨
物
交
通
の
大
勢
を
概
観
せ
ん
ビ
す

る
の
で
あ
る
が
、
今
そ
の
観
察
を
な
す
に
先
だ
ち
、
前
掲

の
統
計
表

に
就

い
て
多
少

の
説
明
を
し
て
置
か
ね
ば
な

ら

訟
。
死
球
こ
の
調
査
の
目
的
ξ
す
る
所

は
、
貨
物
交
通
の
状
態
を
知
る
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
統
計
表

の
蒐
集
は
、
貨
物
輸
出
入
の
金
額
を
表
は
す
敷
字
を
採
用
し
、
貨
幣
及
び
地
金
銀
の
輸
出
入
金
額
を
除
外
す
る
方

針
を
以
て
、
之
を
行
う
た
。
金
銀

の
産
出

の
豊
富
な
る
國
に
あ
り
て
は
、
そ
の
輸
出
も

=
憧
の
貨
物
鹸
…出
で
は
み
る

が
藪
で
は
之
を
考
慮
外

に
直
ぐ
こ
ご

、
し
た
の
で
あ
る
。
故

に
こ
の
統
計
表
を
拾

ひ
集
む
る
原
本

ε
し
て
用
み
た

所

の
「
政
家
年
鑑
」
に
於

い
て
、
貨
物
輸
出
入
ε
貨
幣
及
び
地
金
銀
輸
出
人

・し
を
歴
別
し
て
掲
載
し
た
も
の
に
就

い

て
は
、
勿
論
貨
物
輸
出
入
金
額
の
み
を
ご
り
、
両
者
を
合
併

し
た
る
金
額
な

る
こ
ご
を
明
記
し
て
、
旦

つ
そ
れ
の

み
を
揚
げ
π
る
も
の
は
「

量
れ
は
貿
易
關
係
に
於

い
て
大
し
て
重
要
の
地
位
を
青
む
る
國
で
な
く
、
之
を
観
察

外

に
遣

い
で
も
、
大
勢
を
知

る
に
殆
ざ
影
響
な
き
程
度
の
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
一

調
査
の
統

一
を
期
す

る
爲
め

省

略

に
附

し
π
。
例

へ
ば
錫
蘭

(∩
①覧
。
コ
)
の
如

き

は
そ

の

一
で
あ

る
。
併

し
な
が
ら

.
國

に
よ
り
て
は
叉
、
貨
物

説

苑

世
界
貿
易
概
観
.

第
十
二
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(第

一
號

】
三
九
)

=
二
九
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読

苑
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概
観

第
十
二
巻

(第
「
號

一
四
〇
)

一
陥
0、

輸

出

入
の
み

の
金
額

な
る

か
、
或
は
貨
物
輸
出

入

ざ
貨

幣
地
金
銀
輪
出

入

ざ
を
合
併

し
た

る
金

額
な

る

か
、

に
就
.

い
て
何
等

明

か
に
記
載

せ
ら

れ
て
居

な

か

っ
た
も

の
も

あ
る
。
此

等

は
貨

物
輸
出

入

の
金

額

の
み
を
表

は
す

も

の

ε
認

め
て
、
其
艦
之
を
採
用

し
た
.
叉
各

国
の
他

國

に
封
ず

る
維
濟

的
連
帯
關
係

、
.即

ち
各
國
が
自

国

の
経
済
的

構

成

に
就

い
て
幾

何

の
程
度
迄
外

囲
産
物

の
輸

入

に
.竣

つ
所

め
り
、
之

に
謝

し
自
国
産

品
を

、
#

ぴ
に
外

國
原
料

を
用

み
る
も

自
国

に
於

い
て
製

造
加
工
を
施

し
陀

る
製

品
を
、
幾

何
輸
出

し
得

る

か
の
關
係
を
知
ら

ん
ε
す

る
に

は
、
絡
貿

易

(の
窪
。「巴

瓦
註
Φ
)

の
金
額

に
よ
ら
す

し

て
、
所

謂
特

殊
貿

易

(
し。
究
ユ
巴

瓦
巴
①
)

の
金
額

に
よ

る

べ
き

で
あ

る
が

、
「
政
家
年

鑑
」
に
於

ヤ
て
は
、
絶

貿
易

ε
特
殊
貿
易

ε
を
匪

別
し
て
掲
載

し
π

る
も

の
甚

だ
少

く

て
、
多
く
は
其

何
れ
な

る
か
を

記
載
し
居
ら
す

、
そ

れ

ら
は
総
貿
易
額

ε
看
徴

し
得

べ
き
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
.、
藪

に
は
な

る

べ
.く
総
貿
易

の
金
額

を
集

つ
む

る
こ
。し
＼
し

た
。
併

し
な

が
ら

、
叉
國

に
よ
り
て
は
特
殊
貿
易

の
金
額

だ
け

よ
り
掲
載

せ
ら

れ
居
ら

ざ
る
も

の
も

あ

っ
た

か
ら

、
そ
れ
ら

は
之
を
採
用
す

る

の
外
な

か

つ
か
。

さ
れ
ば

、

前
掲

の
統

計
表

は
此

黙

に
於

い
て
決

し

て
統

一
を
保

ち

得
た
も

の
で
は
な

い
軌
柔

な

る

べ
く
総
貿
易

の
金

額
を
採

用
し

た
る
結

果

こ
し

て
此
等

の
金
額

を
世

界
的

に
通
計

し
た
る
場

合
、
貨

物
移
動

の
實

敷

の

一
部

分

は
、
該
貨
物

が
通
過

し
π
國

の
敷

に
從

ひ
、
二
軍
三
重

に
計

上

せ
ら

る

、
こ
ざ

、
な

る
が

、
此

等
は
原
統
計
表

が
不
十
分
な

る

が
爲

め
、
已
む
を
得
ざ

る
所

で
あ

る
。
併

し
輸

入
品
を

其
儘
輸
出

す

る
ご
云

ふ
こ

ご
も
、
英
国

に
遣
り

て
は
商
業

上
若

干

の
利
得

を
學

ぐ

る
事
柄

で
あ
り

、
国
民
所

得

の

一
部
を

作
画

す

る
仕

事
で
あ

る
か
ら

、
総
貿

易
額

を
採
用

し
た

る

こ
ε
は
、
各

国
貿
易
力

を
比
較
す

る
上
に
於

い
て
は
却

っ
て
便

宜

で
あ
ら

う
。

.

次

に
前
掲

の
統

計
表

に
よ
り
て

、
各
財

の
貿
易

を
比
較

し
、
.叉

は
此

等
を
通
計

し
て
世
界
貿
易

の
総
額

を
知
ら
,



ん
で」
す

る
に
就

い
て
注
意
す

べ
き
票
柄
が
…
　
つ
め

る
。

其

一
は
餐

國
が
統

計
期
間

を

一
に
し

て
居
な

い
こ
ご
で
あ

る
。

日
本

や
英
青
利
や
呉
織

多
く

の
國
で

は
、
暦

年
に

從

っ
て
貿
易
額

を
計
上

L
て
居

る
が
、
北
米
合
、衆

國
や
濠

大
利

の
如
き

に
め
り

て
は
、
七

月

一
口

よ
り
照
年

の
六

月
三
十
日

に
至

る

一
ケ
年
を

以
て
貿

易
統

計

の

一
期
間

ε

し
て
居

る
.
其

二
は
貿

易
金
額

の
取

扱

ひ
方

に
於

い
て

各
国
必
す

し
も

同

一
の
方

法
を
ε

つ
て
居

な

い
こ
ε
で
.あ

る
。

大
抵

は
、
輪

入
札
あ
り

て
は
、
原
産
地
代
償

に
荷

造
費
其
他

の
費

用

保

険
料
及

び
輸

入
地

ま
で
の
運
賃

を

含

め
た

る
も

の

(喧
郵

、
)
を
以
て
輸

入
僧
額

ε
し
、
輸

出

に
あ
り
て

は
、
獲
逡
港

に
於

瀞
て
本
船

に
積

込
む
ま
で

の
.費
用

を
含

め
た

る
償
額

強

摯

隊
・)
を
以

て
楡
山

僧

額

ε
し
て
居

る
様

で
あ

る
が
、

之

に
黝

し
て
著

し
き
例
外

を
な
す

も

の
は
北
米
合
衆
国

の
輸

入
債
額

で
あ
る
。
此

國

に
て
は
原
産
地

に
於
け

る
償
額
を
以

て
輸

入
債
額

ざ
し

切

で
居

る
。

從

っ
て
、

そ
の
輸

入
金
額

統
計

は
織

國

の
も

の
よ
り
幾

分
少
く
表

は
る

、
こ
ざ

、
な

る
噂

四

.
扱

て
、
前
掲

三
十
九

ケ
國

の
統
計

よ
り

し
て
世

界
貿

易

の
大
勢

を
概
観
す

る
に
、
藪

に
集

め
た

る
に
け

の
も

の

聖
総
計
す

る
に
て
は
、
正
確

に
吉

へ
ば

、
禾

だ
以

て
世

界
貿
易

の
総
額

ε
し
て
之

を
取
扱

ふ
ご
ε
を
得

な

い
も

の

で
あ

る
が
、
併

し
輩

に
漏

れ
た

る
も

の
は

、
世
界

貿
易

上

さ
ほ

こ
重
要
な

る
關
係

に
あ

る
も

の
で
な

い
か
ら
、
假

に
そ

の
総

計
を
以

て
世
界
貿
易

の
総

額

ε
看
做
す

な
ら

ば
」
そ

の
獲
達
状

態
は
次

の
如

一
で
あ

る
。
但

し
そ

の
穂

額
な

る
も

砂
は
前

に
述

べ
た

る
が
如

一
、
統
計

に
用
ゐ

ら
れ
た

る
期
間

ご
、
統
計

に
表
は

さ
れ

た
る
金
額

の
實
質

ご
に
於

い
て
、
者
國

の
問

に
多
少

の
差
異
あ

る
所

の
も

の
を
、

一
列

に
計

よ
し
た

も
の
で
あ

る

こ
ご
を
断

っ
て
造

説

苑

世
界
貿
易
概
観

第
+
二
巻

(第

一
號

一四

ご

「
四
一

画
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.
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ぜ
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r

説

苑

世
界
貿
易
概
観

か
ね
ば
な
ら

戯
9

第
十
二
巻

(第

一
號

】
四
二
〕
.
.一
四

二

世

界

貿

易

線

額

表

年

次

一
九

〇
〇

一
九

〇
五

.

「
九

】
〇

一
九

一
三

剛
九

「
〈

輸

入

ー

ー

金

額干
班

二
、〕δ
一
壱
聖

.

二
、七
四
五
、
一三
六

モ
減
O
二
2
文

四
、画

　[、四倉

四
べ
鼠

、
苫
七

指
数δ

〇
三
五

一発
「
九
一一一
.

三
八

充 ノミ.ミ 西 δ 金

画
一_ユ ノ、 一
一 六 六 一 亘

　 　 　 　 り

登 空 量 碧 冒霧額

∫・
指輩 巻

杢 量8数

合

計

ー

ー

金

額

、
'

干
耐

闘
、
三

E
、
一当

置
、
「三
六
、
七
最

大
、
尊
大

、
八
一ロ

(
δ

究

£

某

(
、
豊

{八
三

究

指
数一8三

四
一六
〇

一空
一δ
八

右
の
金
額

に
は
、
前
掲
三
十
九
ケ
國
の
中
で
、

一
九
〇
〇
年
ビ

　
.九
〇
五
年
ぜ
に
は
、
南
至
聯
邦
は
含
ま
れ
す
、

一
九

】
八
年

に
は
、
露
西
亜
、
葡
萄
牙
、
白
耳
義
、
汲
斯
、
濁
逸
、
土
耳
古
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
諾
威

、
換
地
和
洪

牙
利
、
和
蘭
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
希
臘
、
瑞
典
の
十
三
ケ
國
の
統
計
が
含
ま
れ
て
居
な
い
。
故

に

一
九

】
八
年
の
世

界
貿
易
総
額
は
實
際
は
前
掲

の
敷
よ
b
幾
分
多

い
も
の
で
あ
る
。
併
し
此
等
の
國
は

一
九

一
八
年
に
は
、
大
戦
の

爲
め
そ
の
対
外
貿
易
甚
だ
し
く
阻
害
せ
ら
れ
居
た
る
を
以
て
、
姑
く
此
等
を
計
算
外

に
置
く
も
、
世
界
貿
易
額
を

概
観
す
る
に
於

い
て
甚
だ
し
き
不
都
合
は
な
い
で
あ
ら
う
。

一
九

一
九
年
の
各
国
の
貿
易
統
計
は
ま
だ
出
揃

っ
て

居
な

い
か
ら
、
同
年
の
世
界
貿
易
総
額
は
概
算
だ
も
す

る
こ
ご
は
出
家
な

い
。
よ
句
て
藪
に
同
年
の
絡
額
は
掲
載
、

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
、
前
掲
表
に
よ
り
て
之
を
観

る
に
、
軍
に
金
額

の
上
の
み
よ
b
嘗

へ
ば
、
世
界
貿
易
は
二
十
世
紀
の
最
初
の

十
年
間
に
輸
入
に
於

い
て
五
割
九
歩
、
輸
出
に
於

い
て
六
割

「
歩
、
輸
掛
入
合
計
に
於
い
て
六
割
の
増
加
を
示
し
、

巳



,

大
戦
前
年

の

一
九

ご
二
年

に
至
る
ま
で
に
は
輸
入
は
九
割
三
ル
、
輸
出
は
九
割
、
輸
出
入
合
計
に
て
九
副
二
歩

の

増
加
を
示
し
、
大
戦
最
後
の
年

κ
る

一
九

↓
八
年
に
至

っ
て
は
、
輸
入
は
十

一
割
八
歩
、
輸
出
は
九
割
五
歩
、
輸

出
入
合
計

に
て
十
割
八
歩

の
増
加
を
示
し
て
居
る
。

金
額
の
増
加
は
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
併
し
か
、
る
金
額
の
増
加
は
物
債
の
騰
貴

に
基
く
所
多

い
の
で
あ
る
か

ら
、
上
掲

の
増
加
歩
合
を
以
て
真
實
の
貿
易
の
増
加
ご
看
做
す

こ
ご
は
出
来
な
い
。貴
賓
の
貿
易
の
増
加
を
知
る
が

食
め
に
は
上
述

の
敷
に
多
大
の
修
正
を
加

へ
ね
ば
な
ら
澱
。
そ
の
修
正
方
法
ε
し
て
は
、総
輸
出
入
貨
物
の
中
で
、

一
定
の
微
量

に
謝
す

る
市
債
を
確
認
し
得

べ
き
数
種
叉
は
敷
十
種
の
特
殊
貨
物
の
代
償
を
特
定
の
年
叉
は
特
定
の

短
期
間
に
於
い
て
査
定
し
、
之
を
基
礎

こ
し
て
調
査
年
度
に
於
け
る
該
貨
物

の
代
償
騰
落
の
歩
合
を
調
.べ
、
之
よ

り
推
し
て

一
般
の
輸

入
貨
物
及

び
輸
出
貨
物
の
、
基
礎
年
度
の
代
償
に
換
算
し
π
る
輸
出
入
金
額
を
推
算
す

る

の
で
あ
る
。
か
く
て
各
年
度
の
修
正
せ
ら
れ
π
る
輸
出
入
金
額
を
比
較
せ
ば
、
大
膿
な
か
ら
、
貿
易
獲
達
趨
勢
の

近
似
的
な
る
喚
租
を
知
る
こ
蓬
が
出
家

る
で
あ
ら
う
。
併

し
此
方
法
は
日
本

の
み
の
、
叉
は
英
吉
利
の
み
の
貿
易

ご
云
ふ
風
に
、
個
別
的
の
観
察

に
於

い
て
は
行
ひ
得
る
が
、
世
界
貿
易
紹
額
の
爽
達
状
態
を
観
察
せ
ん
ε
す

る
場

合
に
は
到
底
之
を
行

ふ
こ
ε
が
出
來
な

い
。
よ
っ
て
私
は
、
右
ε
同
様
の
趣
旨

に
よ
り
、
倫
敦
、
紐
育
、
東
京

に

於
け
る
物
贋
措
撒
に
よ
り
て
右
の
修
正
を
施
す
こ
ご

、
し
、
之
に
よ
b
て
世
界
貿
易
の
獲
達

の
歌
態
を
推
知
し
ょ

う
ご
思

ふ
。
勿
論
、
倫
敦
、
紐
育
、
東
京
ε
云
ふ
只
僅

か
に
三
都
二巾
に
於
け
る
物
僧
訟
傭
落
の
厭
熊
皿を
以
て
.
世
界

物
贋
騰
落
の
標
準
ご
す

る
は
、
決
し
て
正
確
な
る
観
察
方
法
で
は
な

い
が
、
併
し
之

に
よ
り
て
も
金
額
よ
b
見
る

所
の
世
界
貿
易
獲
達

の
観
察
に
謝
し
て
、
不
完
全
な
が
ら
修
正
を
な
す
こ
ご
か
出
乗

る
。
三
都
市
に
於
け
る
物
償

醗

苑

世
界
貿
易
概
観

第
+
二
巻

(第
【號

一
四
三
)

一
四
三
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苑

世
界
貿
易
概
観

摺
撒

は
次

の
如

く
で
あ

る
。
.

東

京

倫

敦

紐

青

物

償

指

轍

一 一 一 一 一 一 一 一 一 年

九 九 九 九 九 九 九 九 九
一 一 一 一 一 一 一 〇 〇

九 八 七 六 五 三Q五U

東

京

[8

、0

=
穴
a
六

=
δ
⊃
「石

一　三
、
茜

一
言
、金

三
五
、
「「

】歯

ニ

二乗

、
三

三

一、
閣

倫

敦

一〇
〇
δ

九
二
、五

=

0
、
(

三

四
、
「「

一
著

三

一
究

、
…、「

「「晃

、
四

二
窒

こ

第
十
二
巻

(
第

一
脇

一
四
四
)

「
四
目

紐

育

百

、〇

一
〇闘
、五

=
六
」

=
(
、八

三
悟

　

一豊

べ

「互

、八

二
四
一
、
七

二岩
ε

華

壇
δ

〇

一
直

=

六

三

五

一
.
…
「六

「
宍
加

　コ
穴

晶
六
〇

一　公

、

↓
空

三
年
以
後
の
倫
敦
及
び
紐
青
物
便
指
戦
国
日
本
銀
行

調
査

局
内
外
物
償
指
数
対
照
表
に
掲
載
の
』
の
々
其
儀
採
用
し
、
そ
れ
以
前
に
該
指
数

.

樹
照
表
手
許
に
な
か
り
し
か
以
て
、日
本
銀
行
調
劣

基
礎
材
料
た
る

国
8

書

玉
露
・、
犀

。
・
・零

鎚

.、
さ
轟

、
某

銀
行
の
指
籔
計
輝
方
法

に
從

ひ
換
算
し
た
る
も
の
で
あ

ろ
。

叉
下
段

の
挙
動
薮

11
四
捨
五
入
法
に
よ
り
算
出
し
た
。

前

掲

指

数

に

よ

炉

世

界

貿

易

額

を

修

正

せ

ば

次

の

如

く

に

な

る

。

世

界

貿

一易

爆

}出

金

額

寮

年

家

一
九
〇

Q
.

一
九

〇
五

一
九

一
Q

一
九

=
二

一
九

一
八

輸

入

　

　

金

額

指

数

干
薩

二
、
二2

君
四
一

δ
〇

二
、内
発

、喬

〇

三
〇

ま

O
言

、勇
O

;
居

藷
、
皿
.
五
四
、文
苑
、

証
凶

一
、苫

力
、A
春

七
八

.ミ δ 忌 或 δ 金

遍
突 委 愈 奢 ミ
要 曼 奎 護 署蜘

葱,、 叢狸

含
.

計

　

　

セ

金

額

指
磁

モ
　

閥
、
三
E
、
壱
一

一Q
O

五
δ
二
五
、大
開

=
九

調
、
(
一〇
、二葦
.

一三
凸

誉

四
嚢

述
公

一塁

三
、
一晃

、8

三

茜



即
ち
、
世
界
貿
易
の
實
質
的
進
歩
は
、
物
儂
指
教
を
以
て
統
計
金
額
を
換
算
し
た
る
概
略
な
る
観
察
に
從

へ
ば
、

二
十
世
紀

の
最
初
の
十
年
間

に
輸
入
は
三
割
七
歩
.
輸
出
は
三
割
允
歩
、
輸
出
入
合
計

に
て
三
割
八
歩

の
増
加
を

示
し
、
大
戦
前
年
の

一
九

一
三
年

に
至
る
ま
で
に
は
、
輸
入
は
五
割
四
歩
、
楡
出
は
五
型

一歩
、
合
計

に
て
五
割

三
歩

の
増
加
を
示
し
、
大
戦
最
終
の
年
だ
る

一
九

一
八
年
は
、

一
九
〇
〇
年
に
比

べ
て
、
輸
入

に
於

い
て
二
割
二

歩
、
輸
出
に
於

い
て
三
割

一
歩
、
合
計
に
て
二
割
六
歩

の
減
少

ε
な

っ
て
居
る
。
若
し
夫
れ
、

一
九

一
入
牢
を

一

九

一
三

ε
比
ぶ
れ
ば
、
輸
入
は
約
五
割
、
輸
出
は
約
五
割
四
歩
、
合
計
に
て
約
五
割
二
歩
の
減
少
ご
な
る
。

五

世
界
貿
易
の

一
般
的
状
態
#

ぴ
に
そ
の
獲
達

の
趨
勢
を
概
観
す
れ
ば
右
に
述

ぶ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
然
ら
ば

こ
の
世
界
貿
易
を
陸
路

に
よ
り
て
輸
送
せ
ら
る
、
も
の
ξ
、
海
路

に
よ
り
て
楡
逡

せ
ら
る

、
も
の
ε
に
分
て
ば
、

其
割
合
は
如
何
に
な
る
か
。
普
通
に
學
者

㊨
推
測
す
る
所

に
撮
れ
ば
、
陸
路

に
よ
り
て
輪
蓬
せ
ら
る

5
も
の
即
ち

陸
上
貿
易
は
五
分

の

「
で
、
海
路
よ
り
輸
送
せ
ら

る
、
も
の
邸
ち
海
上
貿
易
は
五
分
の
四
で
あ
る
ε
の
こ
ご
で
あ

る
蝸
勿
論
之
に
就

い
て
は
何
等
正
馨

る
統
計
の
利
用
し
得

べ
き
も
の
は
な

い
の
で
み
る
が
・
天
華

奨

士
。
利

に
於

い
て
、
該
國
海
運

の
維
持

に
必
要
な
る
手
段
を
講
究
す

る
目
的
を
以
て
作
ら

れ
だ
る
委
員
會
の
調
査
し
た
る

所
に
よ
れ
ば
、
世
界
貿
易
の
七
九
】%
は
海
上
貿
易
}で
、
二

一
.%
が
陸
一上
貿
易
で
あ

る
ざ
云
ふ
結
果
を
得
た
。
印
「ち恥

從
來

一
般

に
推
測
せ
ら
れ
陀
る
所
を
裏
書
し
得
把
鐸
で
あ
る
。
該
調
査

の
要
領
を
掲
ぐ
れ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

賊
.
苑

世
界
貿
易
概
観
.

第
十
二
瑠

(第
「
號

一
四
五
)

一
四
王

17)

18)

Barm,DeutschlandsStellungimWelthandelandimWeltveskehr,S.98;

Halle,Volks-andSee-Wirtschaft、Bd.1.,S.155.

ReportoftheCommitteeappointed-toadviceastothemeasures-requisite

stileMarine,19亘7,Vo1.LfoethemaintenanccoftheBritishMP・3・erca



...

」

読
・
苑

世
界
貿
易
概
観

英
吉
利
本
圃

英
吉
利
艦
領

一
九
一
二
年
に
於
け
る
瀧
上
貿
易
と
陸
上
貿
易

海

上

貿
易蕩

一、
冒…囲

δ
口
口

巻

向
δ
O
O

陸
上
貿
易

・

鵬

一
〇
〇
δ

0
0

第
十
二
巻

(第

一
號

一
四
六
)

一
四
六

合

計蕩

「
議
四
δ
8

.

一
δ
七
六
δ
8

英
帝
国
合
計

聯
合
側
請
國

}

中
立

諸
国

敵
圃
側
諸
国

一一、
胃三
口
、
0
0
0

四
、
鳳
「「ロ
、
ロ
0
ロ

δ
Q
δ
8

一
、
告

口
δ

O
口

昌
、
四
品
O
、
口
O
O

穴
、
O
、δ

δ

8

噂

紬

計

穴
、姦
O
δ
8

「
合
O
、ロ8

〈、四習
δ
OO

世
界
貿

易
の
五

分
の
四
が
海

上
貿

易
で

み
る
こ
す

れ

ば
、
貿
易

の
増
進

す

る
に
伸

っ
て
船

舶

の
増

加
を

要
す

る

は
吉

ふ
迄

も
な

い
。
今
試

み
に
、
世

界
船
舶
噸
敷

の
増

加
ご
、
前
掲
世
界

貿
易
(修

正
金
鶴

)
の
套
達

ご
を
比
較
す

れ
ば

、
其
状

態
は
次

の
如
く
で

あ
る
。

世
界
船
腹
の
壇
加
ご
貿
易
の
獲
蓬
ご
の
比
較

年

・

次

一
九

〇
〇

【
九

Q
五

「
九

一
〇

一
九

=

二

一
九

一
入

一
九

一
九

汽
船
噸
数モ

の

一『

七
会

莞

、空
盆

老

、出
丸
〇

蟹

δ
莞

砦

、(
碧

帆

船
噸
段子

噸

六
、
窄

四

六
δ

嵩
高

.

四
、未
満

[昌
、(
九
旦

、

冒「、
呈

ロ

両
者
合
計
顧
歎千

顔

一ズ
、四
宝

興

δ
8

四
一、九
酉

圏内
、碧

島

吾

、
伽
一一(

両
者
合
計
指

数【8三
六

一署一葦亮

貿
易
指
数δ

O
一
一九

三
(

量
　

茜

右
の
船
舶
税
計
に
ロ
イ
ド
船
級
粗
食
に
登
簿

ぜ
ら
れ
た
る
船
舶

の
噸
敷
で
あ

っ
て
、
汽
船
に
あ
り
て
は
品偲
噸
数

「
O
Q
顧
以
上
の
も
の
、
脱
船

に
あ

り
て
11
純
顧
鍛

一
〇
〇
噸
以
上
の
も
の
で
あ

る
。
叉

一
九

一
八
争
の
船
舶
統
計
は
機
表
ぜ
ら
れ
ざ
り
し
が
故

に
、
假

に

一
九

一
九
年
の
船
舶
統
計
な

以
て

】
九

}
八
年
の
貿
易

ご
対
比
し
た
の
で
あ
る
。



即
ち
之
に
よ
れ
ば
、
軍
用
ご
し
て
非
常
に
多
く
の
船
舶
を
吸
取
せ
ら
れ
把
る
戦
時
中
は
姑
く
除
き
、
.戦
前

に
於

い
て
は
、
貿
易
の
嶽
蓬
蓬
船
舶
顧
.敷

の
増
加
ε
は
殆
ご
併
行
的
獲
達
を
示
し
て
居
る
。
只
、
船
舶
噸
数

の
増
加
が

貿
易
の
獲
達

よ
り
も
稍
々
逓
加
的
現
象
を
呈
し
て
居

る
の
は
、
貿
易
が
臓
廃
す
る
ε
共
に
貨
物
の
到
達
地
黙
が
次

第

に
遠
く
な
り
、
貿
易
量

に
比
し
て
甜
舶
噸
藪
を
要
す
る
こ
ε
が
増
加
し
た
る
に
よ
る
の
で
め
る
。
.

六

次
に
前
掲

の
世
界
貿
易
統
計
を
見
.る
に
、
輸
入
金
額
は
常
に
鹸
…出
金
額

に
超
過
し
て
居
る
。
之
は
、
前

に
も
…運

べ
た
る
が
如
く
、
輸
出
金
額
は
大
抵
輸
出
港

に
於
い
て
本
船

に
積
込
む
ま
で

に
要
す

る
費
用
の
み
を
含
む
も
の
で

め
る
が
、
輸

入
金
額
は
、,
更

に
之
に
保
険
料
、
揮
賃
等
到
達
港

に
到
る
ま
で
の
費
用
を
含
む

か
ら
で
あ
る
。
故
に

前
掲
輸

入
金
額
ご
輸
出
金
額
-し
の
差
額
は
、
帥
ち
貨
物
輸
出
に
就

い
て
要
す

る
種

々
な
乙
労
務
に
封
ず

る
費
用
で

め

つ
て
、
換
言
す
れ
ば
貨
物
鯰
田
に
附
随
す
る
所
の
無
形
輸
出
の
代
横
で
あ
る
。
而
し
て
此
場
合
の
無
形
輸
出
の

代
質
な
る
も
の
ば
、
」大
膿
之
を
、
世
界
貿
易

に
要
し
た
る
運
賃

ε
保
険
料

ご
で
あ
る
ε
見

る
こ
ご
が
出
来
る
。
而

し
て
其
中
の
大
部
分
を
青
む
る
も
の
は
實
に
運
賃
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
無
形
輸
出
の
額
は
幾
何
で
あ

っ
て
、
貨

物
輸
出
金
額

に
謝
し
如
何
な
る
割
合
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
か
。

瀞
ー
レ
イ
は

一
九
〇
四
年
の
世
界
貿
易
號

計
よ

り
計
算
し
て
、
こ
の
無
形
輸
出
の
額
が
貨
物
輸
出
金
額
に
謝
す
る
割
合
は
九
歩
で
あ
る
ε
算
出
し
て
居

る
。
而
し

て
こ
の
割
合
を
籍

す
る
に
當
っ
て

輩

鄭
器

歳
(・
・
響

丁

肇

謬

蘇
稔

期
罵

騰

琶

娩

芸

ふ
式
を
用

み
て
居
る
。

ル
が
そ
の
割
合
で
あ

る
。
之
は
前
に
も
述

べ
π
る
が
.如
く
、
合
衆
國

の
貿
易
統
計
に
掲
げ
に
る
輸
入

説

苑

世
界
貿
易
撰

集

二
巻

(望

號

西

七
〉

酒

七
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醗

苑

鼻

茸

概
観

箪

H
.奮

(笙

號

膏

入
)

西

八

金
額
は
、
他
國
ε
異
り
、
原
産
地

に
於
け
る
償
額
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
擦

っ
て
私
も
此
薬
注
に
從
ひ
、
前
掲

の

世
界
貿
易
統

計
を
基
礎

ご
し
て
無
形
輸

出

の
額
を
算

出
す

る
に
次

の
如

き
紺

果
を
得

た
。

貨
物
輸
出
に
附
随
す
る
無
形
輸
出
の
金
額

一
九
〇
〇
牟

一
九
〇
五
年

一
九
一
〇
年

一
九

=
二
年

無

形

轍

出
.
金

額

毒

砺

H齋
萬
傍

臨
隅
切

舞

研

.

.
貨
物
輸
出
金
額
に
野
す
る
割
合

【〇

三

力

層
三

弦

に
注
意

す

べ
き
こ
ご
は
、
石

の
金
額

は
無

形
輸

出
金
額

の
全

部
で
は
な
く

、て
、

の
ば
か
り
で
あ

る
。

保
険

の
保
険
料

、
漫
遊
者

よ
り

の
敗
得

、
出
稼

人
の

蓬
金
醇

が
あ
る
。

九

九 八

条 査蔑年

只
貨
物
輸
出
に
關
聯
す

る
も

こ
の
外

に
無
形
輸
出
金
額
ε
し
て
は
、
國
際
資
金
貸
借
に
關
↑

る
銀
行
の
報
酬
、
生
命
火
災

叉
右
の
無
形
輸
出
金
額
は
必
ず
し
も
貨
物

輸
出
国

の
牧
得
ぜ
な
る
に
あ
ら
す
し
て
、
国
際
的
の
運
輸
事
業
や
海
上
保
険
、
陸
運
保
険
等
に
活
動
せ
る
國
民
の

所
得
ξ
な
る
も

の
で
あ
る
。

骸

七

世
界
貿
易

の
約
五
分
の
四
が
海
上
貿
易
な
る
こ
ε
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
規
、
然
ら
ば

こ
の
海
上
貿
易
を
航
路

系
統
に
よ
b
分
類
観
察
す
れ
ば
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
。
此
黙
に
就

い
て
は
從
來
正
確
な
る
調
査
を
見
な
か
っ

た
橡
で
あ
る
が
、
私
が
本
稿
を
起
草
し

つ
＼
あ
る
間

に
、
偶
々
日
本
郵
船
會
肚

に
於
い
て
は
非
常
な
手
敷
を
掛
け

て
こ
の
航
路
系
統

に
よ
る
世
界
貿
易
の
調
査
を
完
成
せ
ら
れ
、
未
定
稿
ε
し
て
同
肚
内
部
に
於

い
て
獲
表
せ
ら
れ

た
。
そ
れ
は
私
の
前
に
作
成
し
だ
統
嵜
の
材
料

ε
は
別
の
材
料
を
用

み
た
も
の
で
、主

こ
し
て
各
關
係
國
の
統
計
書
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あ
る
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一
九
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用

モ

七
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ら
れ
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合

に
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九
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八
年
の
も
の
が
補
充
的
に
用

ゐ
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居
る
。
今
、
同
肚
許
諾
の
下
に
藪

に
其

概
要
を
引
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す
れ
ば
次
の
如
く
で
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る
。
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0

四
八
、
8
0

二8

、
8
0

量
O
δ
8

西
O
δ
8

二吾

δ
0
0

↓
δ
壱

、
四四
「「

一
、四
六
『

天
六

讐
書聖
労賃

亭亭.翠 易
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第

號
一

五
…

世
界
海
上
貿
易

に

鋤
す
ろ
百
分
率

一
穴
・
二
内

三
・吾

四
・〇三

、

五
三
〇

三
∴
六

D
・臭

六
・窒

四
・
吾

四
・昌

四
・舜

三
四
・昊

天

人
八

一
五
二

之
に
よ
り
て
海
上
航
路
系
統
の
上
よ
り
世
界
貨
物
移
動

の
歌
態
を
観
察
す
れ
ば
、
欧
洲
各
地
相
互
間
を
聯
絡
す

る
航
路
は
、
世
界
貿
易
の
通
路
・し
し
て
最
大
の
輸
送
量
セ
占

め
、
戦
前
は
世
界
海
上
貿
易
の
三
割
四
歩
張
、
戦
後

■

'



は
二
割
九
歩
弱
で
あ
る
。
之
に
次
ぎ
て
は
、
北
大
西
洋
横
断
航
路
で
あ
っ
て
、
戦
前
は
二
割
二
歩
強
、
戦
後
は
二

割
七
歩
強
.
以
下
、
欧
洲
印
度
南
洋
航
路

(戦
前

一
割
賜
、
戦
後
六
歩
張
)
南
大
西
洋
航
路

(戦
前
九
歩
張
、
戦

後
五
歩
強
)
大
西
洋
西
岸
航
路

(戦
前
六
歩
弱
、
戦
後
九
歩
強
)
欧
洲
濠
洲
航
路

へ戦
前
戦
後
共
四
歩
強

}
北
太

平
洋
航
路

(戦
前

二
歩
強
、
戦
後
六
歩
弱

)
厭
洲
極
東
航
路

(戦
前
三
歩
微
、
戦
後
二
歩
強
)
印
度
洋
航
路

(職

前
職
後
五
八
二
歩
弱
)
等
で
あ
る
。

*

上

に
述

べ
た
る
所
を

以
て
、
私
ば
世
界

に
於
け

る
貨

物
交
通

の

一
般
的
状
態
を
略
述

し
了

へ
た
る

に
よ
り

、
以

下
更

に
稿

を
改

め
て
、
各

國
が

こ
の
世
界
貨
物
交

通

の
全
量

に
封

し
て
如

何
な

る
割
合
を
占

め

つ
.＼
あ
る
か
、
#

ぴ

に
各

國

の
貿
易
増
進
歩

合
は
逐
年
如
何

な

る
獲

達
を

示

し

つ
㌧
み

る
か
を
概
観
す

る
で
あ
ら

う
。

(九
二

二
・三
)

、

説

苑

世
界
貿
易
概
観

第
+
二
巻

(第

】
號

一
五
三
)

一
五
三


